
2024年 12月 

くらしとバイオプラザ 21事務局 

 

第 45回（オンライン）コンシューマーズカフェのご案内 

「機能性表示食品の今後について～紅麹関連製品に係る事案を踏まえて」 

 

2024 年の年明けから、紅麹を使った機能性表食品による健康被害が報道されました。故意に起こ

ったことではなく、9月には原因菌も解明されましたが、痛ましく大きな被害が発生しました。これ

をきっかけに機能性表示食品の位置づけ、考え方、制度などを検討する会が設けられました。制度

上でもいくつかの改訂が行われ、食のリスクコミュニケーションの上では大きな出来事でした。 

この検討会をずっと担当されてきた消費者庁食品表示課保健表示室長 今川正紀氏をお迎えし、お話

をうかがいます。私たちはこれからどのように機能性表示食品とつきあっていけばいいのかをご一緒に

考える第一歩にしたいと思います。どうぞお誘いあわせご参加下さい。 

 

日時： 2025年 1月 31日（金）  14：00－16：00 

場所：ZOOMにて開催（参加お申込み完了後、1月 29日までに ZOOM入室情報をお知らせします） 

 

プログラム： 

13：55～ ZOOMへの入室開始 

14：00～ 開会 

14：10～ 消費者庁 食品表示課保健表示室長 今川 正紀 氏 

「機能性表示食品の今後について～紅麹関連製品に係る事案を踏まえて」 

15：10～ 質疑応答 

16：00  閉会 

 

参加方法：申込み先着 30名。参加費無料。以下のフォームからお申込みください。 

メールの場合は「第 45回コンシューマーズカフェ参加希望」とタイトルをつけ、①E-mail、②氏名、③

ご所属を記入し（bio@life-bio.or.jp）までお申込み下さい。 

https://forms.gle/jFjeiojAk1iW4uG8A    

 

お申込後、4日以内に参加受付メールが届かないときは、お手数ですがメールでご連絡下さい。 

 

申し込み╱問い合わせ先：くらしとバイオプラザ２１事務局 担当 佐々・瀧 

〒103-0025 中央区日本橋茅場町 3-5-3日宝茅場町ビル８階 

tel 03-5651-5810  fax  03-3669-7810  Ｅ-mail bio@life-bio.or.jp  

https://forms.gle/jFjeiojAk1iW4uG8A


 

今までに開催されたコンシューマーズカフェ 

第 1 回「消費者庁における情報の一元化の現状と課題」全国消費者団体連絡会 事務局長 阿南 久さん  

第２回「健康食品の問題点と今後のあり方」（独）国民生活センター商品テスト部調査役 宗林さおりさん  

第３回「今、問われる消費者の役割」コープこうべ参与 伊藤潤子さん  

第４回「農薬、放射性物質の基準はどう決めるのか」日本獣医生命科学大学鈴木勝士さん、ｺｰﾌﾟﾈｯﾄ太田憲治さん  

第５回「食のリスクコミュニケーションの実践～食品安全委員会の活動から」食品安全委員会委員長 小泉直子さん 

第６回「食品表示から考える」日本生活協同組合連合会 安全政策推進室 室長 鬼武一夫さん  

第７回「フーコムネット設立１年～科学的な食情報を消費者に届ける苦闘を振り返る」科学ライター 松永和紀さん 

第８回「食品安全委員会の明日～BSE 対策の見直しを含め」内閣府食品安全委員会事務局長 姫田尚さん  

第９回「ＧＭ作物の誤解」毎日新聞社 小島正美さん  

第 10回「これからの農業と食料について考える」宮城大学食産業学部フードビジネス学科教授 三石誠司さん      

第 11回「食品の機能性表示のこれから～グローバルな視点から考える」グローバルニユートリション顧問 高橋迪雄さん 

第 12回「不安の構造 リスクコミュニケーションはなぜ失敗するのか？」食の安全・安心財団理事長 唐木英明さん 

第 13回「遺伝子組換え技術の食品および食品添加物への安全性確保」明治大学農学部教授 中島春紫さん  

第 14回「新しい育種技術（NBT）をどうとらえるのか」農林水産省技術安全室室長 鈴木富男さん 

第 15回「遺伝子組換え作物・食品の安全性確認」東京農工大学教授 小関良宏さん  

第 16回「機能性表示食品制度が始まって」グローバルニュートリショングループ代表取締役 武田猛さん  

第 17回「食の安全～地方衛生研究所、食品安全委員会、クドア」川崎市健康安全研究所長 岡部信彦さん  

第 18回「新規技術のリスクにどう向き合うか」東京大学公共政策大学院 特任教授 岸本充生さん  

第 19回「機能性表示食品を評価して」消費者市民社会をつくる会（ASCON）代表理事 阿南久さん 

第 20回「食品の放射性物質のﾘｽｸ～消費者意識調査からわかったこと」東京大学食の安全研究ｾﾝﾀｰ長関崎勉さん 

第 21回「食品表示の意味を考えよう～加工食品の原料原産地表示を中心に」消費生活アドバイザー 森田満樹さん 

第 22回「農業分野におけるゲノム編集技術とその規制をめぐる国内外の動き」名古屋大学教授  立川雅司さん 

第 23回「意外と知らない「学校給食」の真相」（株）菜友 プロダクトマネージャー 吉田達也さん 

第 24回「遺伝子組換え農作物の規制の動向と課題」農林水産省 消費・安全局 高島賢さん 

第 25回「科学技術の受容における市民の心理～放射線からゲノム編集まで」大阪学院大学 田中豊さん 

第 26回「ゲノム編集農作物をめぐる国内での規制について」筑波大学 教授 大澤良さん 

第 27回「食品表示に関する考え方」日本生活協同組合連合会 品質保証本部 中川英紀さん 

第 28回「3.11 から学ぶ放射能をめぐるﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」量子科学技術研究開発機構 小林泰彦さん 

第 29回「ナノセルロースを知っていますか」産業技術総合研究所 平田悟史さん 

第 30回「食品表示の現状とこれから」 Food Communication Compass代表 森田満樹さん 

第 31回「リスク、うわさ、パニックの心理学」大阪学院大学 田中豊さん 

第 32回「食品表示制度検討委員会をふりかえって」 全国消費者団体連絡会 浦郷由季さん 

第 33回「無添加表示ガイドライン検討会（仮）への期待」日本食品添加物協会 上田要一さん 

第 34回「『食品添加物表示制度に関する検討会』の取りまとめ結果とその後の対応について」 消費者庁 宇野真麻さん 

第 35回「『食品添加物不使用表示ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ検討会』に参加し」日本消費生活ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ･ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・相談員協会会員戸部依子さん 

第 36回「ｹﾞﾉﾑ編集食品の食品衛生上の取扱いについて」 厚生労働省新開発食品保健対策室 室長今川正紀さん 

第 37回「遺伝子組換え食品のﾚｷﾞｭﾚﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ」 千葉大学 園芸学研究院 教授 児玉浩明さん 

第 38回「食品表示の見直し状況 2023 年 4月施行」Food Communication Compass 代表 森田満樹さん 

第 39回「ファクトチェック～偽情報・誤情報とどう向き合うか」 FIJ理事長 瀬川至朗さん 

第 40回「細胞農業の展望と課題～培養肉だけではない可能性」日本細胞農業協会 代表理事五十嵐圭介さん 

第 41回「食品添加物の安全性を評価して 20 年。正しく知りたい、安全性の考え方」明治大学 中島春紫さん 

第 42回「『食品添加物不使用ガイドライン』猶予期限切れを前にして消費者庁食品表示企画課 宇野真麻さん 

第 43 回 「フードテック、精密培養って何？」東京大学名誉教授・農学生命科学研究科特任教授 山川 隆さん 

第 44回 「誰もができる SDGs～私にできる“フードロス削減”を考える」消費者庁消 食品ロス削減推進室長  田中 誠さん 


